
第１号様式（第２条関係）

藤沢市保健所長

開設者 住　　所

電　　話

(法人の場合、主たる事務所の所在地、名称及び代表者の職・氏名)

施術所（あん摩マッサージ指圧師等）を開設したので、次のとおり届け出ます。

厚 第 号

厚 第 号

厚 第 号

厚 第 号

厚 第 号

厚 第 号

以下、保健所使用欄

標記のとおり届出があったため、受理するものです。

〒 251 － 0054

藤沢市朝日町１番地の１

ふ　り　が　な ふじさわ　たろう

施　術　所　開　設　届
（あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師等）

2025 年 1 月 5 日

氏　　名
藤沢　太郎

０４６６－２５－１１１１

施
　
術
　
所

ふ り が な ふじさわ　しんきゅうまっさーじ

名 称 ふじさわ　鍼灸マッサージ

開設の場所
〒

日 電 話

251 － 0022

藤沢市鵠沼２１３１番地の１

開設年月日 年 1 月 12025 ０４６６－５０－３５９２

都 道

府 県
2013090 H23.4.1

業務の種類

　
業

務

に

従

事

す

る

施

術

者
　
.

氏　　　名 業務の種類
目が見え
ない方の

場合「○」
免許発行所管 登 録 番 号 登録年月日

藤沢　太郎

H23.9.1

同上 〇
都 道

府 県
2012043 H23.9.1

朝日　花子 〇
都 道

府 県
2012050

S63.1.4

同上 神奈川
都 道

府 県
231825 S63.1.4

鵠沼　保子 神奈川
都 道

府 県
3001231

施
 

術
 

所
 

歴

善行接骨院 H23.4.1 ～ H23.5.31

ごしょみマッサージ院 H23.6.1 ～ H24.3.31

都 道

府 県

大庭鍼灸施術所 H24.4.30 ～ 現在

～

（裏面へ続く）

施行番号 ： ２０２　－２０１－
施設番号 ：

・ ・

・ ・

主 幹 課長補佐 主 査 担 当副所長所 長起案
年月日

決裁
年月日

起案者課 長

あん摩・マッサージ・指圧 はり きゅう

あ は き

あ は き

あ は き

あ は き

あ は き

あ は き

●必要書類 第１号様式（第２条関係）施術所開設届
「あはき法」「柔整法」で様式が異なるので、ご注意ください。

あはき法・・・施術所開設届（あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう等）

柔整法・・・施術所開設届（柔道整復師）

●開設者について

・個人開設の場合・・・

住所・氏名（ふりがな）・電話番号 を記載

・法人開設の場合・・・

主たる事業所の所在地、法人名称及び代表者の職・氏名、法人電話番号を記載

●施術所について
・施術所の名称・・・開設等の手引き１ページの１．施術所開設時の注意

（２）施術所の名称を参考に、ふりがなも含めて記載

・開設の場所・・・施術所の所在地

・開設年月日・・・施術が開始できる状態が整った日

・電話・・・施術所の電話番号

・業務の種類・・・あん摩・マッサージ指圧 ・はり ・きゅう で該当するものを

選択してください。（柔整には項目がありません）

●業務に従事する施術者について
業務の種類ごとに記載してください。

人数が多く、記載欄が足りない場合には、別紙を利用してください。

免許発行所管・・・

厚生労働大臣発行の免許証の場合は、 「厚」に〇をつけてください。

都道府県知事発行の免許証は発行都道府県の記載をお願いします。

（！注意！免許証氏名横の都道府県は発行所管ではありません）

●施術所歴について
開設者が他の施術所（藤沢市内外を問わず）を開設した履歴を記載

記入例



（表面から続く）

(6.6 ㎡) (3.3 ㎡) (施術室面積の1/7)

㎡ ㎡ ㎡ 

注意事項
・ 施術所の平面図は寸法をメートル単位で示し、設備、装置等の配置も記入してください。

添付書類
・ 施術者の業務に係る資格免許証（原本持参、写し添付）
・ 本人を確認できるもの（マイナンバーカード、運転免許証等）（原本持参、写し添付）
　＊開設者については原本をご持参ください。業務に従事する施術者については開設者が
　原本照合を行った場合に限りコピーでも可。

・ 施術所の平面図（設計図面等のコピーの添付でも可）
・　テナント等でフロアの一部を使用する場合には、施術所及び入り口フロアの全体図
・　周辺図(最寄りの公共交通機関の拠点との位置関係がわかるもの）
・ 開設者が法人の場合は、当該法人の登記事項証明書（原本持参、写し添付）
・ 開設場所にかかる契約書等（原本持参、写し添付）

＊賃貸借等物件の場合は、施術所として使用する目的が表記された賃貸借等契約書
＊本人名義の土地、建物の場合、土地、建物の登記簿謄本
＊本人以外名義の土地、建物の場合、施術所として使用する旨が記載された覚書や契約書

消
毒
設
備

器 具 なし（鍼は使い捨てタイプで対応）　/　アルコール

手指等 洗面台にて手洗い　/　エタノール

施　　術　　室 待　　合　　室 施術室の外気開放部分

施

術

所

の

平

面

図

設
　

備
　

等

・施術用ベッド
・超音波機器
・ホットパック用機
器

・待合用長いす
・テレビ

(外気開放部分がない場合)

照明 蛍光灯

換気 換気扇

構

造

設

備

の

概

要

面

積
17.28 5.4 1.44

別紙のとおり

●施術所の平面図について（平面図は別紙での提出も可能です。）

・床面積がわかるように各部屋の寸法をメートル単位で記載

（例） 施術室：3.6m×4.8m=17.28㎡

待合室（トイレや受付等を除いた待合として利用できるスペース）：

1.8m×3.0m=5.4㎡

・窓等の外気開放部分の面積がわかるように寸法をメートル単位で記載

（例） たて1.2m×よこ0.6m×2箇所＝1.44㎡

●添付書類について
開設届と併せて添付する書類のご準備をお願いします。

●構造設備の概要について

・面積・・・それぞれの部屋の面積をメートル単位で記載

・設備等・・・施術に使用する物品等を記載

・施術室の外気開放部分・・・窓等の外気開放部分の面積をメートル単位で記載

※外気開放部分が施術室の１/７に満たない場合は、照明や換気の方法について記

載

記入例

換気扇

靴
箱

長
い
す

テ
レ
ビ

トイレ

施術用ベッド

施術用ベッド

施
術
用
ベ
ッ
ド

ホット

パック
手洗い

受付

４．８ｍ

１．８ｍ３．６ｍ

超音

波

たて１．２ｍ

よこ０．６ｍ

たて１．２ｍ

よこ０．６ｍ

待合室施術室

カ
ー
テ
ン

出入口

窓

窓

３．０ｍ

書類例 必要物・部数等 チェック

●本人名義の土地・建物の場合

　土地及び建物の登記簿謄本 □

●土地・建物のどちらか一方が本人名義の場合

・土地または建物の登記簿謄本 □

地図サイト等を印刷したもの

で可

③

④

原本持参、写し添付 □

□

該当資格の

免許証

施術所の
周辺図

業務で利用する資格免許証

直近の駅やパス停とそこからの距離や位置がわかるもの

⑤ 原本持参、写し添付

□

□

□

開設場所にかか
る契約書等

●テナント等を使用する場合

　使用目的が施術所となっている賃貸借契約書

●本人以外の名義の土地・建物の場合

　施術所として使用する旨を記載した覚書や契約書

・本人以外の名義の土地または建物について、

　施術所として使用する旨を記載した覚書や契約書

添付書類

① 原本持参、写し添付 □

② □

開設者の
本人確認書類

従事者の
本人確認書類

●個人開設の場合
　　マイナンパーカード、運転免許証等

・法人開設の場合

　　登記簿謄本、定款、履歴事項全部証明書等

施術を行う方の本人確認書類

　マイナンパーカード、運転免許証等

原本持参、写し添付
または

開設者が原本照合した写し
原本照合については

開設等の手引き
10ページのQ&Aを参照


